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■ 会 長 報 告            村松 章隆君
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●ソング それでこそロータリー・贈る言葉

●ソングリーダー

藤枝南ロータリークラブ会報藤枝南ロータリークラブ会報

【｛２０１２-２０１３年度ＲＩテーマ】 ｚ中山 恵喜君

 
 皆さん、こんにち

は！去る３月３日

４日の母の通夜・葬

儀に際しましては、

皆さまより、ご厚

情・ご厚志を賜りま

して誠にありがと

うございました。 
お陰さまで、儀が滞りなく終えることができまし

た。４９日の法要が済むまでおとなしくしている

つもりです。 
従って、８日の藤枝マラソンは欠場いたします。 
まさか、会長の年度に母が亡くなるとは、思いも

しなかったので、決して忘れられない年になりま

した。 
さて本日は、ＩＭ報告会になっておりますが、

欠席いたしましたので、内山幹事にお願いしてお

りましたが，退席されましたので、ＩＧＭの発表

で本日のプログラムとします。 

■ 幹 事 報 告            内山 淑夫君 
• ２６２０地区より 

静岡弟４分区 IMとその後ガバナー報告が届い

ております。 
• 藤枝市国際友好協会より 
会報が届いております。 

• 社会福祉法人ハルモニアより 
平成２４年度「みんな仲間、集まれ“ウェルフ

ェア塾”事業」について報告とお礼が届いてお

ります。 
 

 

■ 出 席 報 告                望月 誠君       
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

31／43 72.09％ 40／44 90.90％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○池ヶ谷君 ○植田君 ○漆畑君 ○桑原君 
○竹田君 ○樽井君 ○藪崎君 ○山田君 
池谷君 川口君 早川君 森竹君  
(２)メークアップ者 
寺田 章君（焼津南） 漆畑 雄一郎君（焼津南） 
桑原 茂君（焼津南、焼津） 望月 誠君（焼津） 

■ スマイルＢＯＸ           森竹 正晃君       
• 結婚記念プレゼント有難うございました。３８

年がたちますが、今でも仲良くしております。 
                  伊藤 恒夫君 

• 去る３月３日・４日の母の通夜・葬儀に際し、

ご厚情・ご厚志を賜りまして誠にありがとうご

ざいました。心よりお礼申し上げます。 
村松 章隆君 

スマイル累計額  ４５９，３３２円   

■ Ｉ Ｇ Ｍ 報 告                  

 
 
 
中山 恵喜君 
 
 
 
 ５班の IGM の報告をさせて頂きます。２月７

日午後６時３０分から渡邉リーダー以下４名で

ミーティングを行いました。 
 TPP については総論として、「参加すべき」「す
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でに参加の方向で政府与党が動く中での出来レ

ースの様相」との意見がありました。 
 原子力発電所の再稼働や今後のエネルギー政

策については、総論として「安全性と電力供給の

経済性の両立」「我々の力及ぶ範囲外で政策が動

いていく」との意見がありました。 
 個人的な意見ですが、TPP は当然参加するの

がこれからの日本の国益に叶うのではないかと

思います。 
私の生まれは天竜区の田舎ですが、これまでに

農村振興・農林業基盤整備など様々な名目で予算

が投じられてきました。例えば、間伐を行えば補

助金、山腹を切り開いて茶園を造成すれば補助金、

共同製茶工場建設に補助金、防霜ファンの設置に

補助金、林道整備に補助金、枚挙にいとまがあり

ません。 
補助金があって成り立つ産業にいささか疑問

を持ちますが、中山間地域の国土保全というまた

別の側面で、生業が成り立つことにその意義はあ

るのかもしれません。 
いずれにしても競争に晒されて初めて、産業の

足腰も鍛えられてより強い産業に変貌していく

ことでしょうし、その契機になる今回の TPP 交

渉参加となることに期待しております。 
 

 
 
飯田 敏之君 
 
 
 
 
2 月 1 日に 6班の IGM を「ホテル富岡屋」にて

開催いたしました。今回は 7 班と合同開催です。 

佐野・佐野祐・森竹・小山・飯田の 5名と 7班の

4 名で、テーマは原発問題・TPP 問題・尖閣問

題・・・とかなりタイムリーなお題でそれぞれの

意見を聞く事ができました。 

                       

 
 
渡邊 博文君 
 
 
 

ＴＰＰについて 
日本は資源を輸入して製品を輸出し成り立っ

てきました貿易立国です。新しい世界の秩序構築

し世界をリードして様々な品目を流通させるた

めの努力は惜しんではいけません 
国内においても今までと同じようにはいかない

ことも多く発生するかもしれませんが、進化と発

展をしていくことが日本国民の利益にもつなが

り世界の経済の発展と安定的な秩序が保たれる

ことにつながると思います 
農業問題などが心配されていますが、世界と戦わ

ずとして負けを認めているようなものです。日本

の農産物は安心しておいしくいただける食べ物

と多くの世界の人たちは言ってくれています。今

こそ、大きく飛躍するチャンスがめぐってきてい

ることを感じて一歩前に前進してみればよいと

考えます。きっと、一歩踏み出せば新しい世界が

目に飛び込んできって、様々なことを考えながら

新しい農業を作り上げ、世界をリードしていくこ

とができるかもしれません。 
浦賀に黒船が来て鎖国から開国を迫られ、様々な

困難を乗り越え日本は発展し、日本国民は豊かに

なりました。 
ＴＰＰの話し合いに参加して新しい世界の秩序

を構築し進んでいくことを願います。 
 
原子力発電について 
東日本大震災での福島原発の事故以降、原子力

発電は私たちの生活においては悪の存在となっ

てしまいしました。やむをえない事と思います。

しかし、そろそろ、現実を直視してわれわれの実

際の生活や日本の産業の発展を考えていくこと

が大事と思います。原子力をただ、否定ばかりし

ていてはいけません。日本の産業の発展、国民の

雇用の確保そして、日本国民の安定的な生活を守

るためにも安心安全な原子力発電をしっかり稼

動して、日本国内に安定的なエネルギーの供給を

実現していかなくてはなりません。 
しかし、原子力発電を全面的に賛成しているわけ

ではありません。古くなった原発は廃炉にしてい

きます。新しいエネルギー供給の研究開発も同時

に進め、安定的に安価なエネルギーの確保も計画

し、危険な原発を将来的には脱却できることが望

ましいと思います 
今現時点では、安易に原発反対、原発を止める発
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言は、あまりのも安直で無責任な発言に思います。

起こしてしまった大きな事故は猛省しなければ

なりません。将来の日本の国民の安定した生活と

日本の産業の発展を見据え、計画的にエネルギー

転換を計っていくことが今後の日本にとって大

事に思われます。 

■ 今 週 の 一 言         富沢 静雄君

「私の父と母」                   
父は私が３歳の時、死にましたので全く知りませ

ん。母が３３歳のとき女手一つで１５歳の長兄を

頭に男兄弟４人を育てた母は明治４３年生まれ

の頑張り屋の立派な母でした。２０年前の８２歳

で他界。 

自分自身も「立派な父でした」と言われる親に成

らなくてはと思っております。 

今期の村松章隆会長年度の「今週のひとこと」は

「私の父・母」です。「今週のひとこと」は例会

の大切な時間に年に一度は全会員に「ひとこと」

声を発してもらうことが趣旨で近年続けている

と思います。 

今年度のテーマは自分の自慢の親のこと、想い出

の親のことを３分で話すのは容易なことではあ

りません。村松会長も愛するお母さんを今週、天

国へ旅立たれたばかりです。その親のことを３分

で言い尽くすことはできないはずです！しかし、

例会時の「ひとこと」とは正に「ひとこと」であ

り最高３分が適当と思います。スピーチで言い残

した分は「週報」で補って行ってはどうでしょう

か？例会日のその他のスケジュールに影響がな

いように・・・。 

 
●例会プログラム● 

例会日 クラブ行事 摘要 
3/15(金) 

第 1032 回 会員卓話  

3/22（金） 
第 1033 回 早朝例会  

3/29（金） 
第 1034 回 会員卓話  

4/6（土） 
第 1035 回 花見例会  

4/12（金） 
第 1036 回 外部卓話  

 
         
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    （担当／飯田君） 


